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本授業の「課題」

あなたが住む市区町村の協議会（地域公共交通
会議，法定協議会等）の会議資料や議事録を見
て、本日の講義でお話しした内容をもとに、良
い点と見直すべき点をそれぞれ１つ挙げて理由
とともに説明してください（600字以内）。

※協議会が存在していない場合は、周辺の他自
治体を選んでいただいても構いません。

※協議会があっても、会議資料や議事録が公開
されていない場合は、それの旨を示したうえ
で、周辺の他自治体を選んでください。

公共交通は，運転できない高齢者と高校生の為に必要？
 自家用車以外の「選択肢」を求める若者層

はじめにー求められる「不易流行」

 メジャー企業や大学との「連携」で課題が解決できる？
 「共創」がバズワードになり，「実証実験」が目的化
 「アジャイル」で改善・・・と言われるが手立てが不明瞭

• 「共創」は，地域と交通の「強壮」が目的。「共痩」に非ず

他地域の「先進事例」で，自地域の課題は解決できる？
 事例が「相場」になり，「やった気になる」ことが問題

運転士不足問題は，自動運転やライドシェアで解決する？
 自動運転は「新薬開発」。運転士不足は人件費不足に

起因。ライドシェアもオンデマンドも「場所を選ぶ」

私たちは「新たなこと」を受け止めつつも，

「変化しない本質」を忘れてはならない

「協議会」に求められる姿勢は「不易流行」にあり

持続する都市や地域のために公共交通がある

■ 公共交通の再設計（リ・デザイン）が目指すもの

地域交通の
再設計

（リ・デザイン）

超高齢社会・人口減

「移動自己責任」の現状

 大都市郊外や地方部は，自家用車
保有が前提の都市構造

交通分野の家計支出が高額

 公共交通分担率が高い大都市圏
は「駅以外」へのアクセスが課題に

移動を支える主体の疲弊

 運転士不足に直面する運輸産業

 COVID-19後の移動需要減少

国際的に稀な収益事業を前提
とした公共交通の維持（内部
補助）スキームの限界

ビッグデータ・EBPMMaaS・CASEの萌芽

SDGｓ

地球環境問題 カーボンニュートラル

都市や地域／個人のWell-being実現を目指す
交通のカーボンニュートラル，移動困難の解消，地域再生・・・
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「経営努力を・・・」

自社負担の運行もあり，内部留
保に乏しく，「投資」できない。

行政運営型の以外の公共交通には無関
心になりがち。財政出動を減らしたい。

要望以外には、ほとんど関
与しない（機会もない）が，
利用したい時にサービス
がなければ困る。そして，
廉価な運賃を望む。

都道府県
国

地域公共交通を
守り，育てる

■ 日本の公共交通は「コストシェアリング」の視点が弱い

一律の政策・制度は限界
⇒「協議会」方式の重視

地域公共交通を支える主体－実は不在？

この構図を変えなければ，問題は何も解決しない・・・

日本の公共交通の特徴と課題

日本国内の地域公共交通（地方鉄道や路線バス）は，地方部でも，民

間事業者の「営利事業」として営まれてきた

政府は，交通事業者にエリア独占を付与する一方，採算部

門の利益で不採算路線を維持する「内部補助」の導入で，公

共交通サービスの維持を図った（需給調整規制）

２００２年の「規制緩和」で，乗合バスの需給調整規制は撤廃

不採算路線の維持に関わる意思決定は自治体に移行

自社負担は消えず，新規参入も限定的： 運転士不足

■ 民間交通事業者の「営利事業」として営まれてきた

「規制緩和」を経て，国交省は安全規制に重点を置く

全国一律の「量的な規制」を行わず，地域の意思決定を重視

「二法協議会」（地域交通法に基づく「法定協議会」＋道路運送法に基

づく「地域公共交通会議」）の活用で「できること」は拡大

■ 現在は，「協議会」での意思決定を重視した政策に

地域交通政策の鍵は「協議会」

■ 「協議会」の重視は，移動課題の解決を阻害しない

地域交通政策は，交通事業者や地域住民等との責任分担が必

要・・・行政だけでは完遂できない（⇒「共創」へのシフト）

合意形成の過程なくして，相手からの「信頼」は得られない

 新技術への「なじみ」醸成にも，この過程が必要

人口減少局面では，既存プレイヤーを排除した「破壊的な再

編成」は果実ではない（マクロ的には，ゼロサムの可能性）

■ 「協議会」の合意形成を回避する事例が散見

新技術の導入で注目される市町村には，地域公共交通計画や

協議会の「外側」で取り組まれる例が存在
 計画への記載がない／計画自体が存在しない例

 協議会を別に設置する／自治体内部や政治的に決定する例

規制改革の議論では「協議会」の合意形成を不要とする意見も

⇔地方分権「改革」からの逆行（市町村の発言であれば問題）

地域公共交通に関わる「協議会」

地域の実情に応じた乗合輸送の態様，自家用有償旅客運送の

必要性と対価に関する協議を行う

２０２３年１０月改正

乗合輸送の協議運賃の意思決定は「運賃協議会」に分離。住民，利

用者，利害関係者の意見を聴くプロセス（公聴会）も求められる

自家用有償旅客運送の「運営協議会」は地域公共交通会議に編入

■ 地域公共交通会議 （道路運送法施行規則第４条の２）

 必須構成員
主宰者（都道府県・市区町村）の長，一般旅客自動車運送事業者及びその
組織する団体，住民または旅客，地方運輸局長，一般旅客自動車運送事
業者の運転者が組織する団体

 自家用有償旅客運送の協議を行う場合
現に自家用有償旅客運送を行つているNPO等

 路線や時刻を定めた運行を行う場合（自家用有償を含む）
道路管理者，都道府県警察

 学識経験者や「運営上必要と認められる者」の参画も可能



協議を調えることで可能になる主な特例

■ 下記の「特例」に関する内容は「協議事項」にあたる
 路線不定期運行又は区域運行の実施
 乗車定員11人未満の車両の使用
 最低車両数基準（常用5両，予備1両）の緩和
 他の旅客自動車運送事業との車両の併用
 バリアフリー適用除外（車両総重量５t以下＋定員23人以下の車両の場合）

 乗合事業の申請時の路線図（路線、道路種別、キロ程等）の添付省略
 クリームスキミング的運行の弾力的な取り扱い
 行政処分等による事業計画の変更（拡大）の制限緩和
 路線の廃止又は休止の届出時期の短縮

※ 市内完結路線以外： 地域協議会の分科会に位置づけられた場合
 自家用有償旅客運送の実施（対価の設定を含む）
 処理期間の短縮
 公安委員会への意見聴取の簡素化
 乗合事業の新規許可申請時の添付書類の省略
ーーーーーー
 運賃・料金の設定，変更は，「９条４項の協議会（運賃協議会）」へ

地域公共交通に関わる「協議会」

■ 法定協議会 （地域交通法第６条）

地域公共交通計画の作成と運用： 地域交通の課題を発見・共

有し，政策の目的と道標や責任分担を定める地域公共交通計画

法定協議会化で参加応諾義務と結果尊重義務が発生

 関係者間の合意形成を図るうえで有用

地域公共交通計画等の作成と
運用の手引き [入門編]p.45

地域公共交通に関わる「協議会」

■ 地域協議会 （道路運送法施行規則第15条の４第２項）

地域住民の生活に必要な旅客輸送の確保に関する協議会

 地域間幹線系統補助の要件である「生活交通ネットワーク計

画」（三か年計画）の策定を専ら進めてきた印象

 地域公共交通計画と補助制度の連動化で，法定協議会化も

市内完結路線以外は，路線の休・廃止に関わる申し出がこの協

議会に出されることが多い

 各市町村の地域公共交通会議等が「分科会」に位置づけられ

るケースでは，実質的な協議が委任される

都道府県が主宰。少なくとも，関係市町村，運輸局，関係旅客自

動車運送事業者が構成員となる。地区別の「分科会」設置も可

地域交通の再設計（リ・デザイン）に向けて

これらの協議会を「実質化」できるか？

「協議会」によく見られる光景

国土交通省中部運輸局リーフレット「地域公共交通－活発で良い議論ができる会議のために」より



「協議会」の実質化を図るために

各回の協議会で「何を」議論するのかを明確にする
⇒ コンサルや交通事業者の資料「だけ」で臨まない

■ アジェンダの明確化と「信頼」の構築が重要

 これまでの「到達点」や，次回に向けた「宿題」を確認する
⇒ 議論が「前向き」になる。次回の協議会までに事務局

が何を準備すればよいかも明確できれば前進する

市民／利用者代表の委員が持つ「疑問」を掘り下げてみる
⇒ 資料の事前配布は必須。「市民WG」の実施も有効

行政と公共交通事業者は一定の緊張関係下で連携を強化
⇒ 部会や分科会の定期的な開催が有効

協議会構成員以外のプレイヤーにも関心を持ってもらう
⇒ 配布資料や議事（要）録のホームページ公開は必須
⇒ 地区の移動手段確保を検討する「場」は別に担保

協議会資料の作成手法

■ 路線の新設・変更の「要点」を資料の冒頭に明示

沼津市地域公共交通協議会 令和3年度第3回協議会 資料より

協議会資料の作成手法

■ 路線の退出申出に「市の考え方と対応案」を明示

沼津市地域公共交通協議会 令和3年度第3回協議会 資料より

■ ページ数の多さや図表の綺麗さ・豊富さは問わない

東北運輸局：
｢地域公共交通計画｣
作成・取組事例集 より

地域公共交通計画の策定



■ 一見、「綺麗な」計画の概要ですが・・・

「お題目」になりやすい
基本方針

事業

それぞれの計画事業は，何を
解決するのか？ 何を目指す
のか？ どのように始めるか？

この「行間」を埋めることが
計画策定の鍵

マジメント

「PDCAサイクル」の文言の
みでは，何も言えていない

地域公共交通計画の策定

「自市の課題は，公共交通の利用者が減少していることである」

 「現状（現象）」は「問題」であっても「課題」ではない

 「問題」を起こす「原因」を解決するテーマこそが「課題」

「問題」と「課題」は異なる

「ライドシェアでバス・タクシーの運転士不足は解決できる」

 「運転できる人＝他者を乗せてもよい人」ではない

 運転士不足の「原因」は人件費不足。ライドシェアを推進して

も「原因」を解決できない

「国内外の著名な事例を横展開すれば，素早く課題は解決する」

 地域が抱える「課題」は，隣町でも異なるケースが多い。事

例（エピソード）の模倣だけでは「課題」を解決できない

 「著名な事例」は，玉石混交（露出の多寡で優劣を判断しない）

「自動運転やAI，MaaS・・・新技術が課題を解決してくれる」

 「問題」を起こす「原因」の除去に貢献するのであれば有効。

だから「場所を選ぶ」。導入自体の目的化はご法度

■ 某市の計画に挙げられた「課題」（抜粋）

事実に基づき，問題の「原因」を推論する

 人口減少・超高齢社会への対応
• 地方バスの路線廃止や高齢ドライバーによる交通事故など

⇒移動手段の維持・確保
 公共交通利用者の減少
• 鉄道，バス等の公共交通利用者は減少し，市民生活に必要

な移動手段の維持・確保が厳しい状況
 新たなモビリティサービスの推進
• ＭａａＳやＡＩ、ＩｏＴなどの技術革新に伴う様々なモビリティサ

ービスの活用検討

「現象」や「施策」が「課題」に位置づけられ

「原因（＝なぜ？）」の省察がなされないことが多い

事実に基づき原因の推論ができると，解決方法も読める

「実証実験止まり」が多いのは「原因」に基づかないから

政策のインパクトをデータに基づき分析することで，新規立案

や既存政策の見直しを行うこと

証拠（エビデンス）ベースで，問題（現象）の原因と，その緩和

に向けた介入手法（政策）を推論

■ EBPM（Evidence-Based Policy Making：証拠に基づく政策立案)

PPDACサイクル
P(problem)

問題の決定

P(plan)

仮説設定

調査分析計画

D(data)

データ収集

A(analysis)

データ分析

C(conclusion)

分析結果の結論

A路線の利用者が昨年
より，２割減少した

減便で利用者が
減ったのでは？

全路線の利用者
数の推移で原因
に近づける？

バス会社にデータ提
供を依頼

減便前後の比較で
A路線は他路線に
比べて利用者数の
減少幅が大きい

復便のため，A路
線を補助対象化

事実に基づき，問題の「原因」を推論する



■ EBPM自体の目的化＋「現場」の軽視はご法度

データ活用を妨げるもの

P(problem)

問題の決定

P(plan)

仮説設定

調査分析計画

D(data)

データ収集

A(analysis)

データ分析

C(conclusion)

分析結果の結論

 「思いこみ」で問題（現象）を設定
 問題設定が抽象的

 情報の非対称性（交通事業者と行政）
 目的に対してデータの解像度が合わ

ない（高ければよいとは限らない）

 「仮説」ではなく「結論」
ありき

 「現場感のない」分析
結果の解釈（結論）

 人口減・高齢化・少子化
等を原因と思いこむ

 分析人材の不足
 予算の不足（コンサル，大学

等との協同も遠ざける）

 目的なくデータを
集めることに注力

入手可能なあらゆるデータをインプットすれば，最適な施策が

outputされるわけではない点に注意

課題解決手法は，場所や目的に応じて編集し直すことが必要

⇒都市や地域の「目指すべき姿」は規範的に決める（→計画）

■ 「新たなKKD（仮説・検証・データ分析）」と
「従来型KKD（勘・経験・度胸）」の融和が鍵に

データの活用で，公共交通の課題が可視化（→課題発見の迅速化）

され，施策の「解像度」が上がる可能性に期待

⇔「データ分析」と「施策への落とし込み」は性質が異なる

施策の実行には「胆力」が必要

地域交通の再設計とデータ活用

地域と交通が抱える問題の「原因」に近づくためには

「現場（実際）」と刺激し合うEBPMの過程が必要

データは，主体間のコミュニケーションツールである

■ 「通常の」協議会開催時期は予め定めておく

確保維持改善計画，自己評価，予算要求の「主要３タイミング」

を念頭に，「１年間」と「計画期間中」の行動指針を明確にしたい

路線の新設・変更など「処理期間」がある場合は開催時期に留意

沼津市地域公共交通網形成計画

地域公共交通計画の運用

■ この分野は「調整」と「合意形成」の連続です

どのようなマインドが必要か

交通政策の立案は地方公共団体でも，実際に運行するの
は公共交通事業者（しかも「真の」本社が県内とも限らない）

⇒ 公共交通事業者に受け止めてもらえる「文脈」が必要

相手からの「要望」をどこまで受け止めるか
⇒ 「Yes」か「No」が答えとは限らない
⇒ 「No（Yes），but・・・」の「but」以下の選択肢をどこ

まで用意できるかが鍵（＋できることから始める）

国の規制や事業制度のため「できないこと」が多い？
⇒ 国は「安全規制」に重点。協議会の意思決定を尊重

※ 各運輸局さらには担当者により「解釈」に幅。この点は突き詰めてよい

まずは「対話」，でも「臆せず」。これが基本的姿勢
モビリティサービスが高度化しても，この文化は不変

但し，客観視することで「対話」は進みやすくなる



■ 事業者間の「共創」で「バス幹線軸」を構築した八戸市

【効果】 両事業者とも「乗客増」「黒字化」達成（2008年度）

（乗車人員）135万4千人 → 144万1千人 乗客 6.4％増

（収支）1,567万円の「赤字」 → 2,556万円の「黒字」

八戸駅・中心街間の路線バス（複数事業者）運行計画を市の調

整で一体的に設定。運行間隔平準化と減便による「生産性の向

上」と「分かりやすさ・便利さ」の両立を図った。

中⼼街⽅⾯発⾞時刻（⼋⼾駅発／午前9時台）
59
①

58
③

50
②

43
③

40
①

27
③

23
①

11
③

Before
（112.5回）

50
①

40
①

30
①

20
①

10
①

0
①

After
（90.5回）

「共創」は「単独」で取り組むよりも難しい

事業者間共創で基本要素を保つ「しぶとさ」を持ってきた
しかし，この状況を実現するまでは「茨の道」だった・・・

■ 「総論賛成」でも，「各論」で行き詰る

八戸駅線共同運行化の議論を振り返る

根城浄
水場通 田面木 その他

1 101 再生 南部 6:05 － 6:17 － 6:22 － － 1 101
2 1 再生 市営 6:20 6:31 － － 6:39 － － ⇒ 2 3 － － 7:00

六日町
発時刻

経由

八戸駅
着時刻

西高校
前

着時刻

西高校
前

発時刻

聖ウル
スラ学
院

着時刻

聖ウル
スラ学
院

発時刻

事
業
者
順

事
業
者
順属性 事業者

その他
発場所

八戸駅
発時刻

八
戸
駅
順

八
戸
駅
順

根城大橋経由と田面木経由を20分間隔で交互に運行する。

 八戸駅発「0，10･･分」，中心街発「5，15･･分」に当てはめる

運行時刻の調整を前提に，のりばを統一（八戸駅1番）する。

中心街に分散した停留所群を「中心街」と束ねて表現する。

「総論賛成」だった合意事項

どの便をどの事業者が担当するか？

 新幹線到着直後をどの事業者が担当するか。自社他系統と

の取り回し（減便の割に仕業は減りにくい？）

議論が紛糾した「各論」

■ 合意の鍵＝（データ＋時間軸）✕（対話＋ワルモノ）

❶ 課題を「データ」で客観視

どの便をどの事業者が担当するか？

 東北新幹線八戸開業で新設された「新幹線シャトル」（八戸駅～

中心街間の急行便）は，僅か一年で廃止。乗降データで，途中停

留所～中心街間の乗降が卓越することを確認

❷ 取り組みの時間軸を形成

「小さな成功体験」から本丸を目指す

 『見せ方改革』から「共創」の土台を築くことも有効

代替案を「ゼロ・イチ」で考えないー「対話」の素地になる

 八戸駅～中心街間の共同運行化は，市外乗入路線を除外

 各者の「特定輸送的サービス」（例：△△高校の通学対応便）

は，等間隔ダイヤ，共通定期券の精算対象から除外

八戸駅線共同運行化の議論を振り返る

八戸駅線共同運行化の議論を契機に、路線バス事業連絡調整

分科会を常設化

 構成員が資料を持ち寄る形式 ･･･論点や対立軸が明確に

 各回の分科会では「到達点」の確認を行う（次回の冒頭でも

再確認）。次回の日程と「宿題」の内容はその場で調整

❸ 「対話」を「文化」に

山本雄二郎先生（武蔵野市公共交通活性化協議会初代座長）が遺した言葉

 「第三者」が時にワルモノになることも必要

 関係者の「考え」を読み解くことが必要。伴走者の「経験知」に

❹ 時に「ワルモノ」を演じる

「三歩進んで，二歩下がる」の繰り返し…

しかし「対話」がなければ，リアルは変わらない

■ 合意の鍵＝（データ＋時間軸）✕（対話＋ワルモノ）

八戸駅線共同運行化の議論を振り返る



■ A社・B社それぞれから吉田に届いたメール
A社の○○です。

明⽇の会議にあたり、事前にA社としての考えをお伝えしようと思います。

結論を⼀⾔で⾔うならば、⼤変申し訳ありませんが、吉⽥先⽣と事務局の「提⽰案」
は、コストは削減どころか、増加（仕業数＝⼈件費の増加）することになります。

事業者間で直接相談、交渉することも考慮していただけないでしょうか︖

A社修正案について、当社で検証した結果を添付ファイルにて送付しますので参考と
していただければ幸いです。

A社修正案が合理的ではないことは理解していただきました。
A社の考えに迎合するのではなく、吉⽥さんと事務局で調整したもので運⾏するもの
と考えて居ます。

B社としては、ここまでは調整に応ずる考えを持っていることを話してきました。こ
れでもA社が歩み寄れない場合は、もう駄⽬でしょうね。明⽇が⾮常に重要な協議に
なると思います。

B社は幹部が送信。
A社は若⼿職員が送信。

B社の譲歩案を考慮しつつも，
A社の職員が幹部に説明できる

⽅法を模索
↓

分科会の会場を変え，吉⽥はワルモノに
徹したが，いま考えると

若気の⾄りだった気がする･･･

皆さんはこのメールにどう対応します？

■ 飯能市吾野・東吾野地区の空白地有償運送

西武秩父線の沿線だが、バス路線も、駅待ちタクシーも無し。

飯能市の地域公共交通計画で、タクシーを補完する有償運送の

導入を位置づけ。区域外の輸送は、区域発の輸送に限定し、既

存公共交通と分担することで、双方の供給効率を担保。

吾野・東吾野地区
（人口：約4,000人）

「総論反対」でも「各論賛成」の場合がある

■ 自家用有償運送制度の2020年改正

地域公共交通部会中間取りまとめ
概要（令和2年1月）

地域公共交通会議（運営協議会）で，自家用有償運送の輸送対

象者や形態を限定することが合理的であれば設定可能

「くらしの足」には「総論反対・各論賛成」の場面も
伴走者の「経験知」を「セカンドオピニオン」で補う工夫も

「総論反対」でも「各論賛成」の場合がある

■ 在来の公共交通・・・多くは「与えられた」交通

在来の公共交通は交通事業者が主に運

営。運行頻度が多い基幹路線の形態

地域・利用者の声が届きにくく，非基幹

路線では「使われない」「守れない」公共

交通に陥る可能性

地域「も」支える仕組みをつくり、育てることが重要

「協議会」は，地区単位の取り組みに一定の権限を付与

支える人 使う人

■ 地域密着の「くらしの足」・・・地域「も」支える主体に

地域住民（組織）が運営に参画

 地域鉄道や地域間バスは自治体も

地域・利用者の声が届きやすく，非基幹

路線でも「使われる」「守られる」可能性

支える人 使う人

地域交通には「ボトムアップ」の視点が必要



■ 会津若松市 金川町・田園町の取り組み

会津若松市地域づくり課作成資料

「与えられた」交通を脱却し，課題解決へ

■ ポイントは「できること」を紡ぎあげる

「できること」から小さく始める視点が必要

知恵
をだす

「くらしの足」を
創る・育てる

施設提供・広告物の作成
自らが運転・運行・予約管理

「くらしの足」で支える対象を明確にする
上記に応えるサービス内容を立案する

乗って支える（運賃収入）
乗らない人も支える（会費
や協賛金）

チカラ
を貸す

カネ
で支える

「くらしの足」を創り，育む仕組みづくり

■ 取り組むべき「課題」と「当面目指すところ」を考える

トヨタ・モビリティ基金：移動の仕組み8STEP

「できること」から小さく始める

圧倒的多数が自家用車を保有し，運転する以上，「いつでも，ど

こへでも」移動できるサービスを「安い価格」では実現できない

■ 真駒内駅（札幌市営地下鉄南北線）での出会い

さいごに： 「自信を持って」言えるように

地域交通施策は，この実現に一歩ずつ近づけること
クルマに頼らない「愉しいおでかけ」の選択肢を増やすことが

都市や地域の「格」を高める。その牽引役は「協議会」



本授業の「課題」

あなたが住む市区町村の協議会（地域公共交通
会議，法定協議会等）の会議資料や議事録を見
て、本日の講義でお話しした内容をもとに、良
い点と見直すべき点をそれぞれ１つ挙げて理由
とともに説明してください（600字以内）。

※協議会が存在していない場合は、周辺の他自
治体を選んでいただいても構いません。

※協議会があっても、会議資料や議事録が公開
されていない場合は、それの旨を示したうえ
で、周辺の他自治体を選んでください。
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